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*�*� 星星空空ガガイイドド（（１１２２‐‐１１月月））

*�*� ははややぶぶささのの２２００１１９９年年

* * 天天文文のの話話題題「「フフラランンススでで星星をを見見つつけけててノノーーベベルル賞賞」」

*"*" 窮窮理理のの部部屋屋「「リリチチウウムムイイオオンン電電池池っってて？？」」

+5+5ジジュュニニアア科科学学ククララブブ

*&*&ははややぶぶささ２２ リリュュウウググウウ出出発発間間近近

*(*( 新新ププロロググララムム紹紹介介

**** 科科学学館館アアルルババムム

*,*, イインンフフォォメメーーシショョンン

*/*/ 科科学学館館のの資資料料がが各各地地ででおお目目見見ええ！！

*0*0友友のの会会

*2*2展展示示場場へへ行行ここうう「「太太陽陽」」
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１１２２／／６６（（金金））かかららのの新新ププララネネタタリリウウムム「「オオーーロロララ」」

詳詳ししくくははPP..１１８８～～新新ププロロググララムム紹紹介介をを参参照照くくだだささいい。。

（（写写真真：：中中垣垣 哲哲也也））
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１２月２６日、今年３回目の日食

１月６日（部分日食）、７月３日（南米で皆既日食※日本では見えず）に続いて、今年

３回目となる日食が１２月２６日にあります。東南アジア方面では金環日食となりますが、

大阪では食分０.３７の部分日食です。大阪での欠けはじめは１４：２３、食の最大は

１５：３２で太陽の直径の３７％が欠けます。科学館でも特別観察会を開きますので、

ご都合（と天気）がよろし

ければ、いらしてください

（２３ページを参照）。大

阪で次に見られる日食

は２０２０年 ６ 月 ２１ 日

（夏至）ですが、梅雨真

っ最中。その次は２０３０

年まで飛びます。今回の

日食をお見逃しなく！

※図はステラナビゲータ

１１で作成しました。

１２月２９日、月と金星がならぶ

夕方西空で、月齢４の細い月と金星「よいの

明星」が、やぎ座の中でならびます。細い月

は、まるで女神アルテミスの弓のよう…。狙う先

には美の女神アプロディテ（金星）が…。女神た

ちの美の競演です。

※図はステラナビゲータ１１を元に石坂が作成

しました。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１２ １９ 木 下弦（１４時）

月が最近（３７０２６５㎞）

２２ 日 冬至（太陽黄経２７０°）

２３ 月 こぐま座流星群が極大のころ

２６ 木 ●新月（１４時）

部分日食１４：２２～１６：３２

２８ 土 木星が合

２９ 日 月と金星が接近

月 日 曜 主な天文現象など

１ ２ 木 月が最遠（４０４５８０㎞）

３ 金 上弦（１４時）

４ 土 しぶんぎ座流星群が極大（１６時）

５ 日 地球が近日点通過

６ 月 小寒（太陽黄経２８５°）

１０ 金 水星が外合

１１ 土 ○満月（４時）

半影月食（観察困難）

１４ 火 月が最近（３５４９５８㎞）

土星が合

石坂 千春（科学館学芸員）

星空ガイド
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２０１９年１０月９日（水）、残業をしております

と、石坂さんから、「小野さん、ノーベル化学

賞、リチウムイオン電池です。」と教えてもらいま

した。実は、翌日に行われる中之島コロキウム

の準備もあり、バタバタしていたのですが、とりあ

えず、学芸員のツィッタ―には、「吉野先生お

めでとうございます」の一報を入れました。

さて、２０１９年のノーベル化学賞は、リチウム

イオン電池の開発（"ｆｏｒ ｔｈｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｏｆ ｌｉｔｈｉｕｍ‐ｉｏｎ ｂａｔｔｅｒｉｅｓ."）でテキサス大学

オースティン校のＪ.Ｂ.グッドイナフ氏、ニュー

ヨーク州立大学ビンガムトン校のＭ.Ｓ.ウィッティ

ンガム氏、そして旭化成名誉フェローの名城大

学教授で、大阪府吹田市出身の吉野彰氏の３

人が受賞しました。さて、今回のノーベル化学

賞は、これまでの受賞内容に比べるととても分

かりやすく、そして身近に感じられたのではない

でしょうか。きっと大人の人なら、スマートフォン、携帯電話、携帯音楽プレーヤー、デ

ジカメ、ノートパソコン、タブレット、はたまたハイブリッドの自動車や電動式自転車等、

１人１個は、リチウムイオン電池を持っていたり、毎日のように使ったりしているのです

から。今この世からリチウムイオン電池がなくなったら、社会のインフラが成り立たなく

なってしまいます。

今回のニュースで詳しく報道されたから多くの皆さんが、リチウムイオン電池に詳し

くなったと思いますが、まずリチウム電池とリチウムイオン電池は違うものです。

電池ですからどちらも原理的には、同じことが起きています。つまり、負極（アノード）

とよばれるマイナスの電極から電子が飛び出し、陽イオンが液体の電解質中を流

れ、プラスの電極である正極（カソード）に到達します。電子の流れを回路に組み込

むことで、様々な電子機器が動くようになります。これは、どの化学電池でも共通です

が、リチウム電池は、金属元素リチウムそのものを使う、使い切りの電池。リチウムイオ

ン電池は、リチウムが電池の中で金属酸化物に＋１価のイオンとして取り込まれてお

り、そのリチウムイオンが正極側、負極側を行き来する電池で、５００回とか１０００回

とか再充電をして繰り返し使える電池です。

ӓἶ



正極 負極 電圧 主な使用場所

リチウム酸コバルト
ＬｉＣｏＯ２

黒鉛 ３.６～３.７Ｖ スマートフォン、ゲーム機
パソコン、デジカメ等

ＬｉＮｉｘＭｎｙＣｏｚＯ２ 黒鉛 ３.６～３.７Ｖ 電動自転車、電気自動車等

ʝ͈

１９７０年代ウィッティンガムは、

反応性の高い金属リチウムを負極

材として使う手法を発見しました。

リチウムは電子を放出しやすい

だけでなく、３Ｖ近くの電位を持っ

ており、非常に有望な材料となりま

す。電子の放出のしやすさは、イオ

ン化列で決まります。

Ｌｉ（ａｑ） ＋ ｅ＋ /® Ｌｉ（ｓ） Ｅ
○

＝-３.０４５Ｖ

この式のようにリチウムはとても電子を放出しやすく、新しい電池は電子をチャージ

することもできたのです。しかしながら、この電池は破裂しやすいという欠点がありまし

た。そしてこの破裂の問題を解決したのが、グッドイナフでした。彼は１９８０年に研究

チームで、コバルト酸リチウム、より正しくは、二酸化リチウムコバルト（ＬｉＣｏＯ２）を正極

材として使うことで、従来よりも安定した電池をつくれることを発見しました。

さらに１９８０年代に吉野先生のチームでは、白川英樹先生が開発した導電性ポリ

マー（２０００年ノーベル化学賞）を試したりしながら、さらに複雑な炭素ベースの物質

を電極とすることで、リチウムイオンを内部に閉じ込めながら電池を流す方法を研究

していました。反応としては、

正極：外部の充電電源により、電流の移動にともなって正極の結晶構造からリチウム

イオンが電解液中に抜け出し、負極の炭素結晶層間に入り込む。

Ｌｉ（１-ｘ）ＭＯ２ ＋ ｘＬｉ＋ ＋ ｘｅ- /® ＬｉＭＯ２ Ｍ：金属元素（例：Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ）

負極：負極：負極の炭素結晶層間からリチウムイオンが電解液中に抜け出し、正極

の結晶構造に収まることで、外部回路に電流が取り出せる。

ＬｉｘＣ /® Ｃ ＋ ｘＬｉ＋ ＋ ｘｅ-

全体：Ｌｉ（１-ｘ）ＭＯ２ ＋ ＬｉｘＣ /® ＬｉＭＯ２ ＋ Ｃ

エネルギー密度が高く安全に電圧（３～４Ｖ）を取り出せ、しかも充電可能、小型

化もされたリチウムイオン電池。もっとすごいことがあるのですが、とりあえず今回はこ

の辺で。皆さんのお手元にこのうちゅうが届いたころには、ノーベル賞授賞式も無事

終わり、各メディアでもまた盛り上がっていることでしょう。
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地球帰還へ向けて

はやぶさ２は、リュウグウ近傍で予定されていた大きな探査活動を終えました。この
後も、カメラによる撮影などの探査活動は行われますが、いよいよ地球帰還への準
備に入ります。リュウグウを出発するのは、２０１９年の１１月から１２月と予定されてい
ます。地球帰還は、２０２０年の１１月から１２月頃の予定です。

飯山 青海（科学館学芸員）

ＴＭ‐Ｅの軌道（赤）とＴＭ‐Ｃ（青）
ⒸＪＡＸＡ、千葉工大、産総研、立教大、
東京大、高知大、名古屋大、明治大、
会津大

ＴＭ‐Ｅの着地位置（左写真の赤丸印）とＴＭ‐Ｃの着地位置（右写真の青丸印）
ⒸＪＡＸＡ、千葉工大、産総研、立教大、東京大、高知大、名古屋大、明治大、会津大

Ｏ．ＩＩＹＡＭＡ

１７



�x�°�É�0�ý�(�’�´�Ë�æ�“

�ü�J�?�;

�Ù�Ù�Ç�Ç�‰�‰�v�v �ý�ý �K�K�•�•

冬の夜空を見上げると、小さくきらめく
星の集まりがあります。日本では「すば
る」と呼ばれ、昔から人々に親しまれて
きました。平安時代には、清少納言が
「星はすばる」（星の中ではすばるが一
番美しい）と書いています。

すばるはその見た目から、「ごちゃご
ちゃ星」など地域によって様々な呼び名
がついています。また、季節を知る目印
として用いられ、昔の人は、すばるの位
置を観察することで、種をまく時期など
農耕の季節を知っていました。

すばるは肉眼では６～８個ほどの星を見ることができますが、実際には１００個以上
もの星が集まる星の大集団です。また、生まれて間もない星たちの集まりです。星
も、生まれて、やがて最後のときをむかえる…。星にも一生があるのです。

すばるは、昔から人々に親しまれ、生活に重要な役割を果たしてきました。そし
て、現在の天文学を研究していくうえでも大切な存在となっています。冬の夜空にき
らめく星の集まり「すばる」とはどのような天体なのか、地上から、そして宇宙へ飛び出
してじっくり見ていきましょう。

�Ö���I�!�ú�‰�q�¢ �ú�"�w���x�C�x

世界で一番美しい自然現象と言われる天空の光、オーロ
ラ。それは、地球と宇宙のあいだで起こる現象です。

オーロラが光っているのは、雲よりも飛行機よりも高く、地
上からおよそ１００ｋｍ～４００ｋｍのところです。地上から
１００ｋｍというと、大気は地上にくらべて、およそ１００万分
の１の薄さです。そこは、限りなく宇宙空間に近い世界なの
です。

では、いったい何が光っているのでしょうか。オーロラの元
は、宇宙からふりそそぐプラズマとよばれる電子や陽子（おも
に電子）です。それが地球のまわりにある磁場の影響で、高
緯度地域の上空に飛び込んできます。すると、上空にある�
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大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

友の会の例会では、学芸員による「今月のお話」の他、会員同士での科学に関する話題の
発表があり、科学の話題に触れて会員同士の交流を深めるチャンスです。ぜひご参加下さい。
■日時：１２月２１日（土）１４：００～１６：００ ■会場：研修室
■今月のお話：「分子の世界を覗いてみよう」 上羽学芸員

「世界は原子や分子で出来ている」。知識としてみなさんもご存知でしょう。原子、分子は
あまりにも小さく、ひとつひとつを目で見ることはできません。しかし、最新の研究では、実験装
置をつかってそれらを観察することはもちろん、ひとつずつつまんで動かしたりすることもでき
てしまうのです！例会ではそんな研究の最先端の様子をご紹介します。

１２月の例会のご案内

友の会の合宿天体観測会は、１１月２
日（土）から４日（月・振休）の２泊３日で開
催しました。初日の２日（土）は、串本町の
橋杭岩を見学したあと１５時半頃に、潮岬
青少年の家に到着しました。施設のオリエ
ンテーションのあと、夕食の豚汁とハン
バーグの準備をしながら、夕暮れの空に木

星や土
星 、 半
月 を 望
遠 鏡 で
見 ま し
た。金星は低空に雲があって見ることができませんでし
た。夕食後は、自由に天体観測の時間としましたが、雲
が次第に増えてきて、満天の星空とはなりませんでした。

２日目は、例年通りピザを手作りしてお昼ご飯にしまし
た。そして、夕食も毎年恒例のバーベキューです。しかし
空は、雨は降らないものの雲が多く、星は見えない状態で
した。天気予報では、夜中過ぎから晴れそうな予報だっ
たので、夕食後はお風呂に入って早く寝ることにしました。
午前２時頃から起き出して外に出てみると、次第に晴れ
間が広がってきます。３時頃にはほぼ快晴となり、天の川
や黄道光も良く見える満天の空となりました。

３日目は朝食とお部屋の片付けのあと、潮岬青少年の
家を出発し、白浜の京大水族館を見学のあと、とれとれ
市場で昼食をとり、科学館へ戻りました。参加者は３９名
でした。

友の会合宿天体観測会報告

長坂さん（Ｎｏ.９４７８）撮影

友の会
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